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いよいよ運動会が目の前に迫ってきました。
天候が心配ですが、先週の中学校の運動会の時のように、
きっと天が見方してくれるものと、正に天に祈りながら日曜日を待ちたいと思います。

●運動会の実施・延期については当日早朝に判断し、安心メール及び学校ホームページにて
お知らせします。連絡は遅くとも6時30分までには行いますので、電話等でのお問い合わせは
ご遠慮ください。
※なお、安心メールは着信(到着)までに個人差があり、時間が遅れる場合もありますので、お急ぎの場
合は学校ホームページでご確認ください。

さて、運動会を直前に控えた昨日、全校で予行練習予行練習を行いました。
一昨日からの雨で運動場が万全ではありませんでしたが、
職員や5・6年生の子どもたちが、整備・準備を行ってくれたおかげで、
3・4・5時間目に実施することができました。
各学年では、連休明け頃から練習を繰り返していたものの、
全体練習（開閉会式の練習）は、16日(金)の1回のみ･･･。
どの学年も、係なども、全体で合わせるのは今回が初めてでした。
更に、この予行練習が雨のために1日ずれたこともあり、
これが全体での最後の練習となりました。

子どもたちの動きの一つ一つからは、
これまで各学年毎に一生懸命練習を繰り返した成果や、
各係の子どもたちの「自分たちで最高の運動会を作るんだ！」という高い意識が感じられました。
しかし、当然ながら、初めて全体で合わせることで見えてくる課題や修正点がたくさん見つかりました。
「入退場や競技開始の待ち方」「テントでの応援態度」「強風対策」から
「公平性の担保について」「放送の音量設定」まで・・・。
例年なら、予行後の反省をもとに児童に指導し修正を加える段取りを踏みますが、
今回は、予行の途中で気になったことがあれば、
その都度体育主任が放送を入れ、できる限りその場で指導をしていく方法をとりました。
また、その後に出された反省については、今日の各学年練習等で、改善を図っているところです。

さあ、後は本番を残すのみ、
これまでの練習の成果を思う存分発揮し、
子どもたち自身が、「一生懸命頑張れた！」「力が出せた！」
そして大会テーマにもあるように、
「仲間と一緒に、優勝を目指して、最後まで諦めずやり切った！楽しかった～！！」
という充実感で、運動会が終了できるよう、最善を尽くしたいと思います。
ご家庭での言葉掛け、当日の温かい応援を、どうぞ宜しくお願いいたします。

❏令和7年度スローガン
笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ

助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で

【「御館っ子らしさ」の3本柱】
～いつでも・どこでも・だれとでも～

～学びをつなげる～
～何ができる？どう動く？～

【ひとり言】

先週の日曜日、
明峰中学校の体育大会に
出席させていただきました。

中学校の体育大会を見て
毎年感じることですが、
中学生の主体性や真剣さは、
御館山小の子どもたちが
目指すべきお手本です。

今年も、
中学生の素晴らしい姿が
随所に見られましたので、
皆さんとも共有したいと思います。

例えば、
●入場行進の元気なかけ声から
は、体育大会をみんなで盛り上げ
ようとする強い意気込みが感じられ
ました。
●代表生徒の力強い返事・挨拶
と、それを聞く生徒たちの真剣な
眼差し。
●競技後に、勝っても負けても、
自らの頑張りに全力で喜ぶ姿。
●競技のスタート前に、チームの
仲間同士「頑張ってね！」と声を
掛け合う姿もありました。
●係や進行等、教師の手を殆ど
借りず自分たちでで動く姿は、さす
が中学生と感心させられました。

中学生皆さんが、
自らの手で
最高の体育大会を
創ろうとするその姿勢は、
まさに本校が目指している姿でした。
小学生の子どもたちに
目指して欲しい姿が
そこにはありました。

さあ、明後日は本校の運動会･･･。
御小の子どもたちも
やる気満々です(*^o^*)


